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上巻・「第１４ 知行割」 

 

はじめに 

 ここでは、「知行割」つまり、知行にかかわる計算を扱っています。もともと「知行」と

は、与えられた国での事務をとることを意味していました。その後その意味が変化してい

き、江戸時代には、幕府や藩が家臣に俸給として土地を与えたこと及びその与えられた土

地そのもののことをいうようになったようです。今回もその土地から上がるものが関係し

ています。 

 その知行にかかわっては、その土地からの年貢が一番の関心事となるでしょう。年貢

にかかわってどんな課題があるのか、また当時としてのその計算方法はどうだったかな

どが取り上げられており、その時代を見るための一つの具体例として知ることは重要な

ことだと考えます。そういう意味からこれを取り上げる面白さがあるでしょう。 

 

１．「知行割」問題とは 

 ここで取り上げられている「知行割」の原文をまずみてみましょう。 
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 やはりなかなか難しそうですね。どこで文を切るかも問題です。では、読下し文にしま

しょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問を現代文で提示しますと、 

３年の物成で２１８２石５斗あります。一年目は５.１分をとり、次の一年は４.５分

をとり、最後の一年は５.４分をとったとします。この場合の、本高はいくらになり

ますか。 

ですね。言葉で難しいものがありますので、少し解説します。 

  物成：年貢のこと 

  本高：実質の石高のこと 

  五つ一分取り：「５.１分を取る」ということを表した言い方 

  夫米（ぶまい）：知行所で夫役（ぶやく・・・労働による税）の代わりに収める米 

で、答えは、 

  １４５５石となります 
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と。 

 つまり、 

  ３年間合わせた年貢が２１８２石５斗ありました。 

   １年目：５．１分 

   ２年目：４．５分 

   ３年目：５．４分 

  とすると、三年間の実質の石高はどれほどだったでしょうか。 

 こんな感じでしょうか。 

 

２．「知行割・本高」問題を解こう！ 

 まず、解き方の現代文をのせます。 

  ３年分の年貢が合わせて２１８２石５斗ありました。三年の取り分（割合）は、合

わせて１５ですので、この１５で割ると、１４５５石となります。これが一年分の

本高です。また、年ごとの年貢は、本高にその年の取り分（割合）をかけると、そ

れぞれ分かります。 
 ここまでくればもう分かりますね。 

 「３年の取り分（年貢の割合）」ですから、問題文の３年分の割合を足しましょうか。 

  ５．１＋４．５＋５．４＝１５ 

となって、これが３年分の年貢を合わせたときの割合の総合計ということですね。 

 ３年分の年貢を、この３年分の総割合の１５で割る訳です。ただし「１５」の単位は「分」

つまり「１．５」ということですので、 

  ２１８２．５÷１．５＝１４５５（石） 

これが１年分の本高、実質的な石高となります。 

 

３．「知行割・夫米、口米」問題を解こう！ 

 次の解き方の現代文をのせます。 

  本高１４５５石に、夫米６升（本高１石につき）のときは、高１４５５石に６升を

かければ、８７石３斗と分かります。４升、５升程度といっても、本高にかければ

いいのです。年貢７４２石５升を納める時に、口米（年貢以外の付加税米）でも一

石につき３升と定めています。先の年貢へ３升をかければ、２２石２斗６升１合５

勺となります。  

 本高に夫米をかけます。夫米６升とは、米１石に対して夫米は６升ということです。つ

まり本高の「３パーセント」です。ただし単位の換算は、１石＝１０斗＝１００升ですの

で、 

  １４５５×０．０６＝８７．３（８７石３斗） 

となりますね。 
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 さらに「口米」が出てきました。口米とは、上にも書かれていますように、年貢以外の

付加税米です。事務処理のための手間賃のようなものだと思われます。これが本高１石に

対して３升とありますので、夫米同様に本高にこれをかければいいのですね。 

  ７４２．０５×０．０３＝２２．２６１５（２２石２斗６升１合５勺） 

 

４．「知行割・口米差し引き」問題を解こう！ 

 これも解き方の現代文をのせます。 

  年貢２０石を納めるときに、口米を差し引く場合は、１．０３で２０石を割ると、

１９石４斗１升７合となります。この１．０３で割るのは、口米と年貢米とを合わ

せて１石３升だからです。２０石には６斗（一石に付き３升だから）ですが、口米

でも少し違いがあるからです。 
 年貢を納める時に、年貢から口米を差し引くには、年貢を「１．０３」で割ればよい。 

  ２０÷１．０３＝１９．４１７４７５７２・・・ 

         ≒１９．４１７（１９石４斗１升７合） 

  

  

 

 

 

 

 

 上の線分図のように、２０石から口米分を差し引くので、 

 

  ２０：？＝１．０３：１ 

  ？＝２０÷１．０３ 

の式が成立しますね。 
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